























研究成果の概要（和文）： Bacillus weihenstephanensis KBAB4 の細胞分化特異的遺伝子のひ
とつであるジピコリン酸合成酵素をコードする spoVFB は、プロファージ DNA 様因子により分断
されている。この spoVFBは、胞子形成期に部位特異的組換えにより 5’-spoVFB と 3’-spoVFB
と名付けられた分断された遺伝子が融合されたものであることを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：  The developmentally regulated gene spoVFB which encodes a 
dipicolinic acid synthetase was interrupted by a phage-like DNA in Bacillus 
weihenstephanensis KBAB4. We showed that the spoVFB gene is a composite of two truncated 
genes named 5’-spoVFB and 3’-spoVFB, which are brought together by site-specific 
recombination during sporulation. 
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かにした(Sato J Bacteriol 1990)。この
spoIVCA は、母細胞でσKが働く前に機能する
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伝子には、skin (sigK intervening) element














































属や Clostridium 属などのゲノム内の sigK
相当遺伝子の中には、skin element 様因子を
持つもの、持たず予め sigK が構築されたも





























(1) skin element 内の yqaFN オペロン内の
YqaH と YqaM が宿主複製に作用し、細胞致死
に働くことが示唆されている。本研究ではサ
ザンハイブリダイゼーションにより、YqaH と
YqaM の IPTG により誘導される過剰発現株の
ori/ter 比を求め、複製開始への関与を調べ
















(1) skin element 内の致死因子 
 skin elementの致死因子をコードする遺伝
子を解析し、sknRの発現抑制は細胞の生育阻








養増殖期の ori/ter比が 1.0 となり、複製が








あった以下の Bacillus weihenstephanensis 
KBAB4 株（以後、B. weiと記す）の DNA 再編
成についての研究報告を中心に行う。 
(2)ファージ DNA により分断された遺伝子 
① ファージ DNA により分断された遺伝子の
構造 










側を 5’-spoVFB、3’側を 3’-spoVFB とし、
これらの遺伝子の構造を調べた。B. wei と
B. cereus G9842 の 5’-SpoVFB と 3’-SpoVFB
の構造は非常に似ている。いずれの細菌も
DNA 配列から推定される 5’-SpoVFB と
3’-SpoVFB の大きさは、それぞれ 146aa と
62aa であった。B. wei の 5’-SpoVFB は 55
番目のアミノ酸が E であるのに対し、B. 
cereus G9842 の場合は Aである点が異なって
いるが、他の配列は完全に一致していた。B. 
weiの 5’-SpoVFB, 3’-SpoVFB と最も高い相
同性を示すのは、B. cereus ATCC 14579 の大
きさ 199aa の SpoVFB である。B. cereus ATCC 
14579 の SpoVFB は 199aa であるが、B. wei
の 5’-SpoVFB, 3’-SpoVFB を 足 し た 値
(146+62=208aa) よ り 9aa 多 い 。 一 方
5’-SpoVFB の 5aa(ITPTR)は他の Bacillus属
細菌のアミノ酸配列と一致していない。また、
3’-SpoVFB の N 末端側の 4aa(GVNL)は、
5’-SpoVFB の C 末端側から 9-6aa(GVNL)と一
致していた。また、このオーバーラップした
配列を繋げた B.weiの spoVFB は、B. cereus 
ATCC 14579 の SpoVFB の大きさ 199aa と完全
に一致した。 
 一方、5’-spoVFB と 3’-spoVFB の間に挿
入された DNA（以後、vfbin element と呼ぶ）
の長さは 42kb であり、52 個の遺伝子を有し
ていた。このうち大部分の遺伝子はファージ
DNA中の遺伝子と類似のDNAであった。一方、
B. cereus G9842 株の vfbin は長さおよび遺
伝子は、B. weiとほぼ同数であるが、ゲノム
構造は異なっていた。また、5’-spoVFB側に














































③ Bacillus weihenstephanensis KBAB4 の胞
  
子形成期における DNA 再編成 






組換え DNA の検出を試みた。組換え DNA の検
出のためのストラテジーを図 4 に示す。 
5’-spoIVB内のプローブAと spoIVCA内のプ




ゲノム DNA 内の再構築した spoIVFB を含む










 次に我々はDNA再編成後の spoVFBと vfbin








シング結果から B. wei の完全形の SpoVFB の
大きさは 199aaであることが示された。また、
DNA 再編成により、同時に 42kb の環状 DNA が
生じることも示された。さらに、vfbin にお
いて、この配列を挟んだ、それぞれの鎖上に








④ 再編後 spoVFBの機能 








に、B. wei の再編成前と再編成後の spoVFAB
遺伝子をそれぞれ導入した。その結果、再編
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